
Title 朝鮮経済「基地的性格」の一断面
Sub Title
Author 山本, 登

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1944

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.38, No.1 (1944. 1) ,p.28- 50 
JaLC DOI 10.14991/001.19440100-0028
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19440100-

0028

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


朝
鮮
鸫
济「

戡
地
的
件
格-i

のI

障
面
’

'

二

八

(

二
八〕

ご

'.
'V

?
.

ン
^
^
^

•.
 

•
 

.
 

,
... 

 ̂

... 

- 

、
-
-

 

.
 

•

.
'
 
'•
 

: 

'
 

, 

....

 

.
'
•
.
ノ

 

r 

■
 

V
:

■
 
•:
 

ニ 

入
.
.
.
:
,

.

.

.
'
.

■
:

■ 

:■
 

.
 

v 

.-

“ 

.
:
.
'
.
■;
'.

■:
 
.

.

「

、
.栽
地
的
性
格
へ
の
'前
進
..' 

-

. 

: 

/
■
.
.

へ：; .

朝
鮮
の「

嗔
紙
蕋
地
性」

が
叫
ば
れ
て
♦
ら
旣
.に
稍
と
久
し
い
。
：滿
洲
事
變
を
ニ
轉
機
と
す
る
そ
の
前
後
か
ら
.の
.ゎ
が
'1
1
内
外
惝
勢
の 

•急
@
開
に
際
會
し
、
朝
鮮
4
內
部
的
に
ば
米
穀
農
業
を
中
紙
と
す
る
從
來
_.の
麁
業
政
^
の
行
詰
り
、
外
部
的
：に
は
過
去
數
箇
年
の
沈
滯 

.
の
殼
を
视
し
た
^

如
國
大
睦
政
策
の
決
定
的
推
進
.に
J

つ
て
‘

：.と
く
に
そ
の
經
濟
部
門
に
お
い
‘て
混
迷
を
免
れ
な
か
つ
た
。
.
，
.
.

.

"

偶
i
流
M

更
方
式
に
i
.る
水
力
電
氣
齔
源
の
豐
#.
な
る
苒
潑
見
は
、
.エ
業
化
運
動
發
足
へ
の
有
カ
な
地
盤
を
形
成
1
た

,°
壓

、
指 

摘
せ
沦
れ
る
如
く
、
昭
和
四
年
十1

月
に
'お
け
る
：̂
戰
江
站
ニ
#:
'

®
所
め
遂
«

_
ぬ
と
、.と
れ
を
受
電
し
て
.の
翌
S
每

一

月

の

,
現 

*■
日窒

：}

茶
興
南H

場
の
操
業
開
始
：於
、
泊
し
.く
朝
鮮
產
業
革
命
の
第
1
東
を
印
オ
も
、の
と
し
て
高
く
評
-«
せ
ら
れ
る
。
«
實

そ

.の
後
に 

■お
け
る
竈
源
開
發
.0
0
懈
張
と
、

こ
れ
と
密
接
な
る
連
絡
を
も
つ
：電
カ
利
用
:1
'
.
,場
の
新
墘
設
を
.极
幹
と
し
て
、
.先
づ
北
酿
を
中
心
に
土
業 

化
運
動
は
着
實
.に
を
の
薪
礎
を
.固
.め
得
た
の
：で
ぁ
る
？

:■
. 

. 

'
. 

I 

■:
■■
■

一 
.:

,
、
 

し
か
.し
乍
ら
冰
運
動
は
、
：
そ
の
初
期
に
#
ぃ
て
、
#.
に
鮮
^
に
ぉ
ぃ
て
充
分
敦
る
庇
護
を
^

^
な
か
？
^
の
.み
な
ら
：ず
、
：對
内
地
今 

の
亂
係
に
知
ぃ
-て
多
分
に
摩
擦
を
含
む
も
<7
>
'
.で
ぁ
ジ
た
。
.
.前
考
の
例
と
レ
ズ
昭
.和
六
年
1ハ
月
虻
就
任
し
.^
宇
垣
總
潜
の
、產
業
政
策
が
、
' 

T
.

方
^
ぉ
ぃ
て
犬
規
模
な「

農
山
舊
糾
振
興
連
動
1
竝
.び
：に「

南
棉
北
羊
漱
色
を
採
ゃ
上
げ
、.
.#.
ガ
に
ぉ
ぃ
て「

_
金
獎
齪」

及
，び「

北
鮮
、

.

.

■

'
開
拓」

を
旨
と
し
た
限
り
に
お
い
：て.
、.
そ
れ
は
原
始
糜
業
對
策
と
し
て
の
濃
厚
な
色
彩
' |
:

保
掎
し.
'

高
々
資
源
政
策
と.
し
'

て
.

の
域
.を
脫 

_

し
淘
な
か
つ
た
。
次
そ
の
頃
か
ら
-

の
重
耍
產
業
統
制
法
鮮
内
施
行
の
是
否.
を
め
ぐ
る
^ .
;

鮮

間

の

論

、
ま

は

、

«

者
.

の
好
き
例
で
あ.
つ
た
。 

尤
も
宇
垣
救
政
の
後
半
期
、
，所
謂
自
由
主
義
政
策
の
採
用
に
ょ
り
| '

内
地.
資
本
の
流
ん
：に
對
す
，る
ア
ゥ
ド
，サ
ィ
ダ
！
的
位
置
の
辯
護 

.
,
 

' 

:

的

態

度

の

一

表

明

>

7 !
;

至
は
紡
績
工
業
、
麥
酒
«

造
エ
業
等
を
首
玴
と.
す
る
輕
エ
業
の
#

カ
詉
致
^
が
計
ら
れ
る
に
及
ん
で
ハ
上
記
の
襄 

,

情
に

1
*?

<

轉
換
が
名
だ
ら
さ
れ
た
。
恰
も
昭
和
九
年
に
お
け
る
從
來
か：

ら
の
產
米
增
殖
I t

畫
の
停
止
を
も
'1

要
因
と
し
て
、
，意
識
的
な
'

,

;■
フH

業
化
政
策
べ」

0
轉
询
が
看
取
せ
ら
れ
た
の
で
：あ
る
O
'-
.

Y

■■

.'

'.
,

.

..
,,
v

,

へ

.

,' 

:
こ
の
場
合
、
朝
鮮
側
の
，，立
揚
に
つ
：い
て
は
、>
こ
の
エ
業
化
運
動
の
促
進
を
通
七
、
旣
往
の
米
_
農
業
を
中
心
と
し
て
動
も
す
れ
ぽ
公 

式
的
と
鬼
ら
れ
勝
ち
な
對
內
地
，從
屬
的
經
濟
關
係
か
ら
、

一.

舉
に
.
•
離
脱
.せ
ん
士
す
る
，意
慾
が
窺
知
せ
：ら
れ
た
。
惟4

に
併
合
以
來
の
わ

.•
 .
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.
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.
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.
■
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:
:

.，が
國
の
，朝

鮮

統

治

は

「
，一

視
同
仁」

を
以
て
.基
本
精
神
^
^
、「

內
.鮮
.

I

體
化」

を
以
て
黉
際
運
營
の
.基
調
と
し
た
。：
當
初
ょ
り
内
鮮
間
に

.

け
る
服
謂
：植
民
地
的
關
係
の
樹
立
は
、
根
本
に
％

.い
て
拒
否
せ
'ち
れ
：た
と
見
ら
れ
'る
。
：_し
か
も
併
合
當
時
.の
朝
鮮
が
低
度
め
農
業

•
.

 

... 

1
-

 

.

.

.

.

. 

'

:

領
域
で
あ
.り
、
.そ
の
經
濟
的
近
代
化
の
，_た
め
杧
は
、
米
穀
農
業
'の
.育
成
を
以
て
至
當
と
し
た
實
情
に
.兹
づ
き
、
'爾
來
內
'地
に
對
す
る
食 

糧
補
給
地
、
ぎ
ら
.に

は

製

品

市

場

と

，し
て
、
の

#
內
に
規
制
せ
ら
れ
、'
■見
外
地
經
濟
的
な
様
相
を
里
示
し
太
事
を
否
定
出
来
な
い
。

.

.

工
業
化
運
勁
の
進
行
と
共
に
、
.か
.
Vる
性
格
の
.棄
却
が
企
圖
.せ
ら
れ
た
事
も.L

應
は
肯
け
.，る
，所
以
で
あ
る
？
し
か
し
乍
ら
、
食
時
の 

:

.

朝
鮮
を
め
ぐ
る
外
的
環
境
は
、
朝
鮮
の
.か
く
の
如
き
多
.少
と
も
次
晝
：的
な
意
圖
を
そQ

儘
に
，許

容

す

べ

き

で

：

'な
か
づ
た
。
今
や
日
滿
ブ

-
V 

.

.

.

. 

- 

-•••. 

• 

.

.

.

.

.

.

•:
- 

. 

' 

■

ロ
ッ
ク
：經
濟
の
形
成
に
伴
び
、
.
.
.
ョ
.
V高
次
な
石
觀
點
ょ
れ
、
そ
七一

.環
と
し
て
朝
鮮
經
濟
の
横
極
的
參
加
之
そ
望
ま
し
か
：つ
.た
'0
こ
の 

,

.■.,,.新
灰
な
使
命
に
.副
ふ
た
め
に
は
、
當
裤
(D
-
朝
®
罾
濟
は
そ
の
^

向
に
お
V
て
、
且
.つ
そ
の
I
力
に
.お

い

て

尙

準

筛

.に

缺

く

る

所

.あ

つ

た

。

..:

否
寧
る
大
陸
問
題
の
急
速
な
る
進
她
に.
鑑
み
、
徒
ら
な
る
逡
巡
を..
重
'
ね
る
な
ら.
ば
、
朝
鮮
經
濟
.の
低
迷
が
豫
，知
せ
ら
れ
、
.延
い
て
は
朝
鮮 

:
朝
鮮
經
濟
矗
地
的
性
格」

の
1

斷
'面

-.
/
.
:
. 

:

こ|

九

V
O

I

九
：

)

.
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朝
舴
鸫
巧
茈
地
的
性
格J
oo1

斷
；rf
i

l

三
Q
 

Q
5)

の
地
位
は
忘
却
せ
ら
れ
る
懸
念
を
さ
へ
胎
む
も
の
で
あ
つ
た
。
か
V
る
、骐
態
に
肮
而
し
て
、
朝
鮮
と
し
て
は
可
及
的
速
か
に
*
エ
業
，匕 

,

を
_
と
す
る
經
濟
洱
編
成
.の
進
路
を
確
宛
す
る
事
が
肝
耍
で
あ
つ
た
.°
.

,

:

 

こ
の
.

_

に
答
へ
る
も
の
が
、
昭
和
十一

年
秋
、
京
城
に
開
か
れ
た
鹿
業
經
濟
麗
畲
の
答
申
に
成
る「

朝
鮮
塵
經
濟
開
發
に
關 

け
る
.
1
嚷
'-
*

針
.

」

の
_

' ^

で
^

'

.

ら
3

日
_
ブ

續

名

？
内
^
ぉ

繁

■
.
の

潜

的

及

び

資

歡
 

一
時
恰
も^;
垣

總

瞥

笔<>
:
'だ

'南
總
讀
の
施
政
方
.針
に
お
^
て
は
、
.：廣
く
物
：心
袍
耍
素
聲
つ
€

「

內
鮮
一
體
H
鮮
漸
一
如」

の

翁

菜

げ

ら

れ

、就
中
，靡
業
對
策 

.

.

.と

し

て

气

亲

エ

淅

禮

が

そ

や

眼

目

と

せ

ら

，̂

。

.

.

.
» 

- 

'

;

V

.

.

.

.-■
着

か

添

_

刚
_

_
講

堪

'4
-
0の
發
見
は
、
屢

の

*1
帥
と
'1
.
て
、
內
鮮 
一
.•體

北

或

は

日

滿

聯

携

の

ぎ

押

し

進

め

る

效

果

を 

冬
1-
'
0た
-1
-,0し
か
.も
旣
.に
|
.清

し

た

彻

ぐ;'
大
陸
_
_
:
.
の
.氩
速
な
る
進
展
、
と
く
に
滿
酬
國
*

^
建
設
||
靈
め
遂
行
と
支
那
调
題
の
新
展 

は
、
,
が
.て
茭
账
事
！
！
..
の
.，勃
薇
を
通
じ
、
..
日
*
滿
。
支K
 
ロ
ッ
ク
經
濟
の
結
成
を
導
く
事
に
.よ

り

.'
'
わ
が
國
民
.の
關
•心

を

彌

が

上

..に
も 

滿
-支
大
陸
に
集
中
せ
し
め
る
傾
向
^
強
め
た
。

い

.
-
. 

;
'
、
.

.

こ？

棚
、
朝
鮮
は
嘯
謂「

次
陸
ル
！
トJ

と
し
て
.
の
重
要
性
を
再
認
識
せ
ら
れ
た
が
、
そ
：の
經
濟
的
發
掘
の
動
向
に
關

'L

て
ば
、
時
に 

省

過

る

葰

办

方

し

と

し

な‘か

つ

た

.
。

し

如

％

朝

鮮

目

，體

：
と
，
し

y

は
、
官
民
先
覺
者
の
熱
意
に'よ
り
、
.前
記「

農
工
•

進」

の
施
印 

の̂

.
に
、
/ ^

初
と
.
:<
に
漸
く̂

道
に
乘
づ
戈
X

業
化
促
舞
の
贺
を
|
げ

.^
就
中
、
電
力
と
，の
結
合
東
お
い
て
爾
•
化
學
エ
業
の
類
著
な 

勃
興
^

縝
き
.
> 

こ
、
に
そ
の
進
路
を
確
定
し
得
た
事
は
"

大
な
名
功
i t

で
あ
つ
た
o
. ■

: 

. 

•
' 

.
'
-
.

.

.
事

變

下

に

お

け
^
わ

.が

國

準

戰

時

經

濟

體

制

よ

り

®
時

經

濟

體.制

'
へ

の

急

速

な

る

移

行

を

背

景

と

し

て

、
'朝
鮮
、工
業
も
亦
、
廣
く
生

r 

.
\
- 

' 

V. 

.

.

. 

. 

: 

V 

令-

^
カ
，
充
1-
1
藍
及
妙
物
動
計
盡
-の
裡
に
包
擺
.せ
ら
れ
た
。
.加
ふ
る
.に
食
糧
問
題
.の
#
燃
は
V
灼
外
地
、を
通
ず
る
戰
時
窆
糧
政
策
確
立

;'
Q
必
耍
を
緊
切
化
し
た
。
.朝
鮮
は
と
^

に
再
び
内
地
に
穀
す
る
樞
要
な
.る
食
糧p

給
她
た
る
の
み
孜
ら
ず
、
' 少
く
と
.も
遽p

國
及
.び
.北

:

萊

踉

の

食

辙

巢

地

た

る

.ベ

泠

役

割

が

«,
課
を
蒙
つ
た
9
昭
和
十
四
^

の
大
旱
魃
に
對
す
る)

.部
增
產
計
鼙
の
.後
を
享
け

_ 

■ 

> 

- 

. 

i
'
_ 

.. 

>.. 

. 

.. 

■ 

■

-
 

- 

- 

■

.
 

. 

,

.
‘て
、
昭
‘和
十
五
年
比
沐
じ
索
る
新
墦
米
針
晝
‘の
樹
立
は
ノ
そ
‘の
具
體
的
な
表
現
で
あ
る
。-

,

.

.:

,:
-
こ
の
斯
如
ゼ
り
^

エ
.併
進」

は
名
實
典
に
、
朝
，账
經
濟
運
胬
の
#
高
方
针
た
石
眞
慣
を
發
揮
す
る
事
と
な
り
、
こ
れ
を
通
じV

,
「

内 

•

鮮1

微

©

の

ル

體

的#:
足
が
着
々
.

AJ.

進
吹
ら
れ
允
。
そ
れ
は
‘又
當
時
'か
ら
の
朝
鮮
の
.

「

大
陸
前
潘
兵
站
菡
地
性」

の
主
掘
.1C
.對
し
て
、
そ

.の
：■

構

敷
 

る
も
の'で
：も

あ.つ

た

へ
.:
'/

•
.
,

■
^
 

‘ 

.

■■

••
,.
 

.
 

. 

.
 

........ 

4
 

i.
 

.
 

-
**
.
.
- 

-

■>T

龙
^
お
ボ
る
，食
糧
菽
堆
た
.る
使
命
の
遂
.
&と
、
他
方
，に
お
け
る
新
興
重
*
化
翁
エ
業
地
帶
[

こ
の
頃
ょ
り
は
‘北
鮮
及
び
西
鮮
を 

:中
心
と
し
て
>
歡
^

1
の
.結
，<
«に
；̂
け
る
金
臌
エ
_築
、
' 電

氣

化

學

，エ

業

竑

び

に

*
鐵
.エ
：業
0
熱
心
な
育
成
が
行
.は
れ
た
|

と
し
て
の 

tf
i
sr
极
敝
に
朝
鮮
經
濟
，

内
鮮T

體
化
.J(o
y
方
阆
に
則
し
つ
い
、
_

贫

"北
方
圈
遽
設
、
延
^

I
—

I

 
の 

い
，

^
^

.

灵̂

.陸
龅
痕
兵
站
霞
地
し
た
る
べ
き
地
位
が
^

と
く
に
朝
鮮
側
ょ
り
强
く
支
持
せ
も
れ
茂
.
.
'
,
-
.

.

'

:

.

ノ
..

.
,

.
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と
の
蒸
故
栽
地」

論
の
.內
齊
は
"
事
變
下
、
大
陸
作
戰
箪£

對
す
る
狹
義
の
軍
淳
的
遼
_
の
：み
な
ら
ず
，
廣
<-
牝
方
圈
に
對
す
る
經
. 

'濟
的
齋
贼
吃
.る
貪
味
$:
'
包
含
じ
蟹
ゴ
則
進
已
の
貧
義
は
0
大

陸

：へ
の>

猶
の
方
向
を
示
.；ず

と

共

に

'、
；
本

來

汽

地

に

ぁ

ネ

べ 

'ぞ
，の
も
o
が

朝

に

'ま
で
前
進
レ
て
來
て
ゐ
石
，と
い
ふ
場
所
#
位
ま
を
も
杀
す
'も
の
と
解
釋
せ
ら
れ
た
。：：換
言
す
れ
ば
、
そ
こ
に
：^:
内
，

■.
V
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し
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一
鮮
：

一

«
化
^

軸
ど
：す

る

戮

の「

第
1:
.
の
內
地
1_
.、「

內
地
の
.大
陸
的
分
身」

或
ば「

内
地
.經
濟
：の
前
衞」

粑
る
.ぺ
.き
地
位
'へ 

免
れ
ず
が
た
の
.ザ
あ
2>
?

£
巧
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鸫
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黑
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朝
離
經
濟 r 
速
.地
时
性
格
し
：の
-
斷
面
.

：

：
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'
?
•
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マ
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ン
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'
:
'
:

一、：.

：こ
：
.
，

■ 

_ 

V 

、
.
.
.

:
V: 

V
.:
--.-
社
項
朝
鮮
齑
榮
裳
榮
圈f

加
體
制」

.：1
八—

1
九
萁
の
^

-
.■•
;
パ
版
.、
：十
五
年
版，*

..
':■
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;
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,
.
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■
.
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■■
:
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ニ

て
'-
.::

.

:反

两

に
#
い

て
*>
m

®
の
推

移

は.ョ

リ

迅

爾

な

、
る

轉

洞

を

溜

來

じ

.た
？
南
方
問
萌
の
華
や
か
な
：る
生
起
は
、
と
り
分
け
資
源
問
題
を 

於
ぐ
つ
て
.わ
が
國
朝
野
を
.擧
げ
て
：の
關
心
を
南
方
へ
と
败
引
し
た
。
そ
、の
限
.*;
:
に
^
5
:ゼ
北
方
太
睦
問
邇
全
般
が
、
多
少
と
も
輕
視
せ 

ら
れ
る
か
の
傾
が
見
ら
れ
だ
。
況
ん
や
を
の
：■

朝
鮮
め
地
位
乃
至
.は
朝
鮮
經
濟
の
實
カ
；に
對
す
る
内
地
側
0
評

瓚

期

待

が

若

干

動

.播 

を
示
し
た
事
を
否
め
な
い
。
'朝
鮮
に
づ
い
て
問
題
は
何
よ
.り
も
新
興
重
、
化
學
エ
業
部
門
に
»|
し
.て
提
起
せ
ら
れ
.た
。

例
へ
、ば

ア

ル

今
. 

ニ
ュ
I
ム
X
業
原
料
を
鉋
く
あ
で
明
雜
石
、
^
土
貢
岩
等
わ
-M
■
國
產
M

M
に
依
在
す
べ
き
か
、
..或
は
南
方
ボ
1
キ
サ
ィ
ト
の
利
用
に 

全
面
的
に
轉
換
すr

き
か
、
.を

め

ぐ

，る

活

潑

な

：，る

論

議

は

，そ

の

代

表

的

な

も

.の
'で
あ
0
た
。
：食
糧
問
镅
に
關
し
.て
も
脔
方
來
產
地
か
ら
. 

'^
外
龙
の
輸
入
は
新
免
を
波
紋
を
投
じ
た
’
食
糧
截
地
と
し
て
の
朝
鮮
の
地
位
フ
と
く
に
そ
の
增
米
政
策
の
前
途
に
ク
い
て
ー
抹
の 

不
货
が
抱
か
れ
た
、
.
こ
の
點
に
つ
い
.て
、
後
述
す
る
如
ス
戰
時
.下
'
食
糧
確
保
の
緊
急
性
..
*

大
性
が
正
し
く
認
||
せ
ら
れ
、
\
日
-
滿
を 

通
ず
る
主
靡
食
糧
自
給
化
の
根
本
方
針
.が
採
ら
れ
た
事
は
、
安
當
.奴
措
，置
で
あ
り
、
殊
に
今
日
文
;|
)
見

'て
.'そ
の
功
を
偉
と
せ
ち
れ
な
け
.' 

れ
ば
な
ら
故
い
。

,'
:

■、
••
,,
;

■;
.
 

'
■'
■

.

■

•
.

• 

-

' ■
/
' 

:

■
:. 

.
-
:

-

r

南
方
圈
重
視
^,
傾
苘
は
大
東
辟
戰
學
の
肖
ぬ
と
，
そ
の
初
期
に
お
け
る
電
擊
的
な
南
龙
作
戰
の
成
功
及
び
こ
れ
に
隨
伴
す
る
粜
放
な 

南
方
建
設
.

H

作
の
’推
進
に
よ
つ
て
、
.
.
層
助
長
せ
ら
れ
た
。
素
よ
り
大
東
服
戰
爭
め
資
源
戰
た
る
'ー
--
®
の
.み
よ
り
し
て
も
，
南
方
圈
の 

も
つ
礅
源
的
寄
與
カ
ゆ
，
：现
に
大
な
る
效
果
を
も
た
ら
し
つ
、
ぁ
名
0:
し
か
し
乍
ら
宏
壯
な
る
大
ll
t
i
共
榮
圈
の
建
設
目
標
■よ
り
す
れ 

:ば
'.
\
南
方
圈
と
书
.に
北
方
圈
ぬ
確
立
が
、
主
要
な
る
謹
た
..る
べ
き
事
は
論
を
俟
た
な
い
で
-'. 

V 
,
 

.
 

.

:
 

、
，戰
爭
の
幽
展
K
#
ひ
ノ
共
榮
圈
の
稂
幹
地
帶
が
日
•滿
1支
に
置
か
る
ベ
t
と
の
認
識
の
徹
底
は
..
*
:こ
、め

點

に

つ

，
い
て
：
の
反
：翁

の

一

素
.

• 

. 

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

因

と
1
:考
へ
，
ら
：れ

た

。
，■

鮮

經

濟

も

亦

と

.
の

線

に

沿

つ

て

、

「

内
ft1;

體
化」

乃
至
は「

大
陸
前
進
兵
站
鶉
地
性
の
'强
化
を
以
て
應
へ
，ふ
と
_ 

し
.た
の
-で
あ
る
？

V

'
■

■
.

;

:

,

'

•
.;
•.
'

.

'

.

.

.;.
> 
:

'

:

:

'

'

■,
:

'

.

.

.
-
.

.:

や
が
て
敵
側
總
反
攻
の
企
圖
に
#

^
く
：戰

局

の

苛

烈

化

は

、

'
'わ
が
國
戰
時
經
濟
の
決
戰
態
勢
化
を
必
須
.な
ら
レ
g

。.：
今

や「

生
產

/
. 

■
 
'
 

-
 

■
 
•

■:
.
 

.
 

. 

'

ヵ
擴
充
f
eft
-p
て
0

0

の「

屯
虛
增
强J

'

ョ
リ
端
的
に
は
商
接
®
力
の
急
速
it
强
が
、
緊
急
.な
.る
製
求
と
な
つ
た
。
む
ろ
ル
こ
れ
は
日 

本
を
中
心
に
大
來
ず
3
全
地
域
を
地
盤
と
し
、
.そ
の
.總
カ
‘結
集
を
通
じ
そ
の
み
究
足
せ
.ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
:°
.

:
- 

t
唯
ゼ
當
面
の
锻
請
ょ
り
し
て
、
.金

地

域

に

，亘

り

凡

ゅ

る

分

冊

に

つ

.，い

て

、
：
長

期

‘的

建

設

の

見

地

は

猶

ら

く

留

保

を

餘

儀

な

く

せ

ら

れ 

ン
る
。
：.す
べ
て
.は
戰
.ヵ
增
强
目
的
に
撤
し
1;
つ
，こ
れ
を
規
準
と
し
て
、線
合
的
に
し
か
も
短
期
的
な
昆
地
に
立
脚
し
て
勘
考
*
苒
檢
討
せ
ら 

ー
れ
ダ
要
が
あ
る
^
と

^
點
忆
つ
い
て
テ
先
づ
何
ょ
り
名
各
地
域
の
戰
カ
增
强
^
興
ガ
に
對
す
る
推
進
人
制
約
兩
條
件
に
關
し
て
の
比
較 

動

が

肝

！K

と
な
.る
0
そ
.
.の
直
接
的
な
も
の
と
し
ザ
、<(

例
へ
.ば
地
；理
的
位
;«
資
砸
い
て
賓
材(

現
貧
設
備
.を
含
む)

、
澇
ヵ
、輸
送
ヵ
等
 々

.が
墩
げ
ら
れ
る
。
V*
-
づ

れ

も

重

要

な

を

意

義

を

も

つ

に

外

方

ら

な

い

‘
が
、
，
殊

に

最

»
の
；切
逍
ぜ
る
狀
勢
の
下
に
お
い
て
、
海
上
輸
送
の 

\確
保
如
何
と
現
有
.設
備
の
利
用
能
力
.於
夭
き
く
作
用
し
^

X

Iる
事
を
！

1

め
：ね
ば
な
ら
な
い
。
.
';
ノ

.

•

こ
の
一
一
點
を
;^
た
る
理
由
と
し
て
、.
最
近
^
ミ
南
方
圈
に
比
し
.北
方
圈
、就
冲
華
北
と
の
.資
源
：的
#
携
を
含
め
て
鮮
.滿
兩
地
域
の
も 

'づ
寄
與
カ
の
優
忧
性
が
指
摘
せ
，ら
れ
る
0
:
.

(

®

.

,
:
•

ゾ

.；

へ

'

f

.
 

I 

.‘•
/
-
• 

、

，

+ 

.

<

 

§
 

.

.北
方
.圈
と
南
方
圈
め
地
域
的
踩
别
は
、
冗
來
猶
财
的
な
も
の
で
な
く
、

_共
.染
圈
包
攝
地
域
と
し
て
あ
く
迄
柑
對
的
乃
至
.は
便
梵
的
に
解_

. 

.

せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の̂
は
現
ド
の
塌
合
に
'、
と
く
に
明^

に
し
て
を
く
必
靱
が
あ
ら
ぅ
。
こ
、
に
い
ふ
北
方
阓
乃
至
は
鮮
•
滿
地
域
の 

,

糍
位
性
も
亦
沿
然01
釾
的
な
鈦
味
に
ぉ
い
ズ
で
あ
る
。
そ
れ
は
眼
前
の
雄
態
に
豳
し
て

 

>
夫
凍
距
金
地
¥

油
ず
る
戰
ヵ
堺
强
寄
興
ヵ
の
最
大 

.
取
の
發
拗
を
诃
能
な
ら
し
む̂
き
.

杏
地
域
の
特
性
に
つ
い
て
の.i

に
恶
づ
く
一-
應
の
极
結
に
止
ま
る
。

,.
耕
鮮
M
濟
n甚
地
的
件
格

」

の
：

1

斷
而



朝
鮮
.經
濟「

戡
地
的
性
格」

の
一
騎
商 

，
 

S

 

(

三s
n

 

、
、

, 

素
よ
り
こ
の
斟
赞
を
認
觉
す
る
に.否
か
，で
な
く
、
又
必
ず
し
も
に
れ
を
锻
定
的
と
の
み
見
名
べ
，き
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
つ
て

©

ち
'
 

.
に
衛
^

^

め
^

^

プ
の
^

^

^
- ^
^
^を
扣
論
^
^る
第
は
許
さ
れ
な̂

併
へ
'
ば
^

油
を
は
上
め̂

干
の
特
殊
資
源
に
つ
い.て
は
、
'南
方
獄
へ
の 

.
,:.
.

'
依
#

*
期
待
は
依
然
と
し
て
不
可
蛛̂

■:

:

て

「

要
は
戰
局
の
現
段
階
に
ぉ
い
て
’
飽
ら
に
地
域
的
觀
念
に
捉
は
れ
る
祺
な
く
’
全
地
域
に
宜
づ
て
の
戰
カ
增
强
第
一
主
義
の
菌
徹
が
蛰
ま
れ 

- 

' る
に
外
な
.ら
な
い
.？
パ

.
ぐ

/'
. 

.

.

-

 ..二

,'
■

.

一
，

}

;

へ
'
;
，
か

、

る

.

趣
勢
の
.下
に
.か
い
て
、
朝
鮮
は
竹
地
.へ

の

最

短

距

離

に

あ

る

位

；置

を

跃

底

：と

し

、
、
食

糧

基

领

.允

る

役

割

の

擴

充

：の

外
に
、
-豐 

•:

富
な
竟
カ
•
勞
カ
等
の
有
利
條
件
に
高
ま
れV

、

滿
洲
國
と
共
に
內
地
土
業
の
最
有
カ
補
足
地
域
と
し
て
：登
場
1
た
。
換
言
.す
れ
ば
朝

 ̂

ぱ
樂
’の
も
つ
實
カ
が
、
値
掛
戰
力；

の
急
速
.增
强
の
.た
：め

.;
,
:現
有
生
產
設
備
の
最
高
度
利
用
と
い
ふ
觀
點
か
ら
、
.大
ぎ
く
再
認
識
さ
れ
來

'
.
.つ，た
'の
で
あ
る
マ
發
足
以
來
未
^'
歷
.
の
‘淺
.い
朝
鮮
工
業
が
.、
質
的
.に
も
量
的
に
も
两
地
工
業
に
比
べ
て
'
著
し
い
遜
色
：を
示
す
事
は

-
.
.
.
.
. 

' 

. 

• 

.

丨

止
む
を

得
な
い
々
し
か
し
少
ぐ
と
も
：そ
の
他
の
大
東
菔
諸
地
域
の
中
に
お
い
士
は
、
滿
洲
國
と
竝
ん
で
優
杧
先
進
性
を
誇
る
に
足
る*

か
く
しV

'

そ
.

g

現
有
の
.生
產
設
備
を
以K

、

常

面

に

は

最

も

大

き

ぐ

戰

カ

蠟

强

目

的

に

副

ひ

得

る

所

以

で

あ

今

.
', 

珙
に
大
東
钷
の
食
糧
蕺
地
汆
る
の
み
な
ら
ず
、
內
地
及
び
滿
洲
國
と
共
に
大
東
蓝
の
工
業
中
心
地
た
る
地
位
に
就
き
、
さ
ら
に「

大
睦 

、

ル
ー
ト」

の
擴
大
的
意
義
に
お
け
名
北
方
闼
と
內
地
間
の
物
資
交
流
路
と
し
て
の
任
務
，を
加
べ
て
、
こ
V
に
朝
鮮
の「

大
聚
蓝
私
站
基
地」 

へ
の
界
问
、
乃
至
は
緊
急
の
事
態
に
處
し
て
の「

內
地
の
後
方
兵
站
蕋
地」
た
る
べ
き
役
割
の
掀
當
が
提
唱
せ
ら
れ
る
。
こ
の
事
自
體
、

、

素
よ
り
無
下
に
排
擊
す
べ
き
で
な
，く
、
緩
急
雨
様
の
見
埤
よ
り
充
分
考
慮
.に
値
す
る
と
い
へ
よ
ぅ
''
.し
が
し
現
下
の
決
戰
段
階
に
あ
つ 

に
濫
り
に
朝
鮮
一
個
の
立
場
に
ろ
い
て
、
そ
の
鉴
地
的
性
格
の
發
M
を
茇
々
す
る
ま
で
も
な
い
。
す
べ
て
はr

內
鮮
一
體
化」

の
徹
鹿
的 

•
實
現
の
方
向
に
お
い
て
の
み
採
揮
。推
進
せ
ら
れ
て
然
る
べ
.き
で
軋
ら
う
。

' 

、

，

-

,
し
か
も
現
に
保
持
す
る
戰
カ
增
强
與
力
は
、
明
ら
か
に
過
去
駿
苹
間
に
お
け
る「

農
工
併
進」

政
策
の
成
粜
で
あ
り
、
と
り
分
け「

大
陸 

,

时
進
兵
站
栽
地
性」

培
薬.
の
，
，賜

で

あ

つ

た

と

解

さ

れ

る

。

か
I

A 

.
る

觀i i

か
ら
、
' 

こ
の
恶
地
が
性

»

の
實
態
に
つ
い
て.
の
分
析.

1
^
^
|

め
る
事
‘ 

は
、
现
實
の
哿
與
カ
の
具
髑
的
認
識
の
上
め
/

荷
效
な
乎
引
き
と
な
り
得
る
で.
あ
ら
う
。 

’

■

.

'

!
'"-
恶

地

的

篇

.

Q

 
實

態

.
：

.：

:

■

:

'

:

-

.

' :>
:

,

:

.

.

ム

：

.

:
■

—

^
 糧

装

地

性

の

分

祈

一
^
: 

'

土
述
せ
る
所
に
よ
つ
て
、
—

々
朝
鮮
側
の「

大
陸
前
進
兵
站
.某
地」

た
る
べ
.き
.積
極
的
主
'!
}
]
|
_
に
端
を
發
す
.る
基
地
的
性
格
の
マ
成
が
、「 

*
枳
和
ぶ
お
い
て「

内
^

ー
體
化」

の
興
現
を
|^
容
と
す
る
も
の
で
あ
^
、
且
つ
今
後
に
お
い
て
も
、
こ
の
線
に
沿
つ
て
の
進
、展
を
期
待
さ 

る
べ
，き
所
以
が
、'
理
解
せ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
。

.
'

仑
の
赏
態
認
識
へ
の
規
準
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
张
‘產
カ
擴
充
訃
戡
乃
至
は
物
動
訃
懋
の
中
に
ノ
设
も
適
確
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
と
彩 

へ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
貌
字
に
接
し
得
ぬ
現
在
>-
.

わ
れ
く
は
そ
の
手
縣
り
を
過
般
の
■大
柬
施
建
設
維
讅
會
の
答
中
に
成
、る
大 

取
瓯
の
逾
業
趄
設
の
諸
方
策
そ
の
他
か
ら
求
め
る
.事
が
許
き
れ
よ
■う
。
そ
の
い
づ
れ
も
，疲
業
立
地
的
見
地
に
，立
脚
し
、
各
地
域
の
經
濟 

的
特
性
に
箫
同
し
て
今
後
の
建
設
へ
の
指
針S

提
供
を
主
服
と
す
る
。
し
か
も
大
體
各
地
域
の
現
狀
，認
識
よ
り
出
發
1
て
、
よ
べ
當
面 

の
要
請
へ
の
.解
答
を
も
勘
考
，す
る
の
み
な
ら
ず
、
若
干
の
具
體
的
施
策
を
も
含
む
點
よ
^
:b

て
、
本
稿
の
目
的
に
と
づ
て
もj

,

の
手
懸 

:
り
た
り
得
る
も
め
で
.あ
る
。 

.

:

:

•

•

• 

...

例
へ
ば
大
來
亜
建
設
漉
通
#
の
答
屮
中
よ
り
、
•と
く
に
朝
鮮
it
!
關
す
る
部
分
と
し
て
、
次
の
箇
所
が
引
用
せ
ら
れ
る(

註)

(

ィ〕

大
取
瓯
の
農
業
*
林
業
*
水
辦
業
*咨
商
業
に
關
す
る
方
策(

昭
和
十
七
年
1七
月
一
日
決
定)

，の「

要
領」

の
一
、「

主
要
食
糧
對
策 

は
大
朿
al
i
を
通
ず
る
.自
給
確
保
を
る
こ
と
を
极
本
と
す
る
.も
、
•皇
國
の
'必
要
と
す
る
生
要
食
糧
に
つ
い
て
は
、
日
滿
■!
:
通
ず
る
自
給

.

.

朝
鮮
經
濟
地
的
他
挤
1
の
ー
騎
而\
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鮮
M

濟
瓚
遨
地
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饨 
&
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斷
蹲
ゾ
、
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パ
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-
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■
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ハー.
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(

H

-j
uo

:

.

.

力
の
充
實
確
保
i

る
：，こ
と
.を
极
幹
と
し
、
南
方
.に
於
け
る
生
產
•を
補
填
食
糧
と
し
て
確
信
す
る
こ
と
一

K
J々。

■■

:

&
:
:
>
::

大
東
淑
の
«

エ

業

及

署

邀
;̂

省
本
方
策(

昭
和
十
七
¥
七
月
ー
^̂
^

-

ュ
：';
1

ム
；土
;^

は
そ
«/
>

照
料
賦
伴
狀
況.
に
；鑑
み
巧

欠
ヒ
れ
が
_

i

す
^
こ
と
，：
;/
■•”マ
グ
ネ
シ
ユi
 
メ
製
■

業
は
主
と
し
て
朝
鮮
、
_

洲
等
に
お
け
る
:マ
：
ブ

ネ

サ

イ

ト

鑛

を

M
.料
と

し
.
.そ
'
の
鱗
充
を
11
:る
こ
と
.

」
--
.
:
''
'

.;
■..
' -
'
-■■: 

V
:'
'

.

.

.>
,

'

'
;•
•

.

:■/
;■
,
- 

—

 

.
ぐ

.
.

.:'

同
右「

生
蓄
葉
ル
建
設
要
領
^

丸
…

の
駑
ヵ
の
ぃ
開
發
は
傾
防
計
晝
、靡
業
開
發
計
寒
.に
卽
.應
。；
し
め
、水
力
發
電
I:
'

主
と
.し
て
線 

合
的
か
づ
計
畫
的
に
諸
建
設
■
先
行
し
て
こ
を
實
施
し

、
I

s

に
_

せ
る
施
設
S

,

(

©

,

奴

洋1

濟
新
報
^

編「

朝
鮮
齑
槳
め.
決
職
铒
編
'S

. 0

. M

及
び
鈴
木
武
雄
氏
考
朝
鮮
の
決
戰
態
勢

」

.ニ
八
丨
ニ
九
頁
參
照
。.
'

如

ち

'>
厶
に
は
：1
:に
、
.日
滿
ネ
通
じ
.ズ

の

圭

要

食

糧

の

確

保

と

い

：

4
敬
'^
裡
に
、
食
糫
基
地
：と
し
.て
.の
朝
鮮
め
重
要
性
が
考
へ
ら
れ
‘ 

て
ゐ
る
と
_
定
さ
れ
、
.ニ
.に
'、
ア
ル
；ミ
ラ
r

ム

並

，び

に

マ

.

グ
ネ
シ
.ュ
丨
ム
兩
工
業
を
主
軸
と
す
る
輕
金
屬
工
業
の
中
心
地
た
る
、べ
き 

地

位

が

電

ヵ

關

發

促

進

へ

の

適

^
な
.る
配
慮
と
共
.に
、
明
句
に
指
示
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
.
.
'

. 

V

*
,

•

:■
'

.

.

V

 /

 

•

 

+

•

:

'

か
く.
し
て
食
糧
銮
地
性
00
'
.

保
持
と
こ
、
に
擧
げ
ら
れ
た
輕
金
屬H

業
を
含
め
て
廣
く
重
•

化
學
工
業
基
地
た
^

べ
き
役
割
の
擔

當

を

兩
支
柱
と
し
て
V
.
.朝
鮮
經
濟
.の
被
嘯
袖
性
格
が
裏
付
け
.ら

れ

る

ン

/

.

、

 

，

'

パ

'

.

.以
下
ヒ
れ
ら
兩
支
柱
の
各
;>
に
0
'い
て
の
實
.態
の
分
枥
に
移
る
事
と
す
る
へ
©

.

'

.ン

：
.
：

.'

■

*.

,

®

)

■

兩
者
中
i
. H

檠
鉴
地
.と
し
で
の
放
狀
に
關
し
：て
は
、
.
別
の
機
會
.に
こ
れ
を
取
扱
つ
た
。
拙
稿
 

1戰
時
下
-;
<
0朝
鮮H

業」

.(

本
熟
•亜
細
亜
研
究 

.
 

'
所
機
關
t

r
su

細
販
肝
究
f

e
和
十
九
苹i

月
號
所
戧〕

及
び『

朝
®

.

槳
の
：街
認F
 

i

際
經
濟
硏
究
、
第
五
卷§

ー
狨
所
敏.、等
參
照
。

〕

し
た 

.

/
.

が
つ
て
此
處
で
は
魂
ら
食
糨
拣
他
性
に
つ
い
，て
の

.考
究
を
試
み
る
^
と
し
度
い
0

.

ノ
.

敢
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、
併
合
以
來
少
く
と
も
滿
洲
事
變
前
後
に
い
汔
るn

十
數
年
間
、
朝
鮮
經
.濟
發
達
の
金
經
過
は
、
約
言 

す
れ
ば
沭
作
を
中
心
と
す
る
農
業
開
發
の
，そ
本
で
ぁ
つ
气「

農
業
朝
鮮」

乃
至
は「

米
.の
朝
鮮
fe

、
こ

の

期
間
を
貫
.い
て

朝
鮮
經
濟
を

' 

將
色
づ
け
名
通
り
箐
葉
で
ぁ
ク
^

就
中
，、，
大
茈
九
年
前
後
'ょ
り
滿
洲
事
變
に
セ
る
約
十
年
の
間
は
、
城
犬
鈴
木
武i

敎
授
の
，
言

を̂
 

マ
れ
ば
、
所
謂「

米
殼
m
種
耕
作
塑
虚
業
&J.

の
確
立
期
と
し
て
概
括
せ
ら
れ
る
。」

超)

.

,

'

.

,

,

(

註)

.
'靡
木
武
雄
泜
著
羅
鮮
の
經
濟

」

八
七
莨
及
ぴ
ニ
ゴ
妄
頁
等

.

:■
•
.

 

y

 

,

.

.

.

.

.

惟
ふ
に
第1

次
歐
洲
大
戰
の
龄
響
に
‘ょ

る

內

地

經

濟

の

繁

、榮

は

、

.朝
#
經
濟
に
も
深
潤
レ
た
。
し
.か
も
當
時
阡
地
に
お
.け
る
急
速
な 

.

\
人

'ロ

增

加

士

工

業

化
の
進
展
は
、
年
々
ミ
百
萬
お
乃
至
丑
が
胄
石
の
米
穀
不
§

も

た

ら

，.
>
丨

と
れ
に
齚
'應

.1

.セ

.朝
鮮
の
對
朽
地
食 

糧
補
給
地
た
る
役
割
が
着

目

せ

、
ち

れ

た

.
。
'
.大
£

ハ
•
七
年
頃
ょ
4
朝
#
米
.の
內
地
栘
出
は
漸
％
傾
向
.を
迆
つ
た
：の
で
ぁ
、る
が
、
と
く
に大 

.
'ぶ
七
年
の
内
地
の「

米
騷
動」

かS

機
と
：し
て
、
朝
鮮
米
へ
の
期
ほ
ぽ
緻_

な
.も
，の」

と
な
つ̂

0' :
.

.'
:

'

こ
の
^
請
に
應
へ
、
て
、
■朝
鮮
總
賢
府
は
大
疋
‘九

年「

'鮮
内
ニ
於
ケ
ル
沐
ノ
.需
要
增
加
ー！

儼
へ
且
農
家
經
濟
ノ
向
上
'ヲM

り
併
セ
テ
帝 

國
食
糧
問
題
ノ 
„

ー一
 

資
セ
.>:
,力
爲」

大
双
■
な
鹿
來
增
«
ti
*

»
を
樹
立
し
そ
の
胄
M
に
着
手
し
た
。
木
計
徽
は
耕
潔
法
の
改
善
•を
主 

旨
と
し
た
從
來
.の
难
な
る
米
作
獎
.
_と
趣
を
異
に
し
、
土
地
改
良
に
第
點
を
：置
き
、
併
也
て
：耕
纖
法
の
改
_善

を

も

_

る

所

の

劃

期

的

な 

|^
容

れ

も.の

ぜ

ぁ

つ

た

。
猶
.
#
府

，
の

熱

靡

に

<

徇
ら
ず
、
.計
懲
の
：其
體
化
は
豫
期
通
り
進
拶
せ
^

大
並
斗
芄
苹
計
激
は
更
新
せ
ら
れ 

'セ
敗
1
:、1期
於
ル
'0
た
。：'建
新
評
截
に
‘.お
い
て
は
、へ
满
期
計
皲
0
經
驗
に
鑑
が
_
督
府
.の
補
肋
獎
勵
が一

段
士
擴
大
'强
化
せ
ら
れ
た
。
補 

、
助
金
：の

, 

^

^
實
行
乃
至
代
行
機
亂
.の

貌

盧

等

を

，通

じ

：て
、
官

の

指
缭
的
役
割
が
墦
强
せ
ら
れ
た
の

'

で
•ぁ

り

、

.

:^ ,

の
«

ば
外
地
篇
の
開
發
伢
進
の
上
か
ら
見.て
、
へ

當

然

の

措

置

で

ぁ

：
づ
：
た

と

€

へ

ら

れ

る
W

ハ
.

;

-

.

.

•.
'

.

.
 

■

，
計

皲

そ

の
.も
.の
、

具

體

的

實

纖

：

'は
鬼
も
角
と
じ.て
’
i

米
增
殖
計
寒
の
遂
行
が
、

：

朝
鮮
農
業
、
延
い
て
は®
 
く
朝
鮮
經
濟
金jl
x

に

與
'
 

.

.'
V
.
.
:
-
ぺ

..
:
:.:
-朝
鮮
經
授
拖
地
的
他
格

」

：の L.

斷
而
, /
.;

! 

パ
；

.
/ 

.. 

.
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. ニ
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七

、

g
 
セ)
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-
-

■:
:
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.
I
!

A:
'

'
:;
c 
一一T
 
ノ
：

.

へ
た
效
果
に
、
注n:

を
寄
せ
なc

て
は
な
ら
な
い
。
 

■ 

, 

• 

こ
れ
に
ょ
っ
て
戟
酊
農
業
^
水
毅
中
心
化
が
缚
か
れ
た
ー
の
み
な
^
ず
、
来
穀
輕
濟
の
商
品
化
が
：著̂
く
促
進
せ
ら
れ
た
。
と
の
.事
は 

對
內
的
へ
に
は
部
述
，
の

『

米

霉

爾

潘

4

鞲

造

」

の

確

立

を

も

碧
1>
-
.、

對

外

的

龙

、

.そ
：
の_

、
髙

增

加

を

.
凌

ぐ

大

量

の

內
她
移
出
齋 

,
增
大
を
通
卜
て
：、
內̂

の
巍
倉
と
し
で.
の
朝
' ^

の
地
位
を
.確
定
北
す
る
に
資
し
た
。
し
か̂
眼
；

C
s

に
お
ぃ
て
、
朝
鮮
經
濟
の
對
內
地
依
ハ 

.
存
性
は
必
然
的
に
高
が
ら
ざ.る
を
得
ず
、
そ
と
に
文
ー
見
公
式
的1
外
地
.經
濟
附
關
係
の.設
楚
を
見
た
事
を'否
定
し
雜
5
 

米
穀
：の.內
地
移
出
高
が
產
米
高
ょ
り
も
一
廢
急
速
な
增
加
趨
勢
を
黎
.つ
^

ど
い「

4

.
，
の

對

照

に

お

い

^

^

^

米
穀
消
费
高
の
相
對
姻
低
下
を
^

^
し
た
、
そ
め
ネ
浞
は
滿
洲
：ょ
り
の
粟
そ
の
他
雜
殼
'1
の
輸
入
に
ょ
り
補 

if
せ
ら
れ
た
J
、'
把

、
片

齑

米

增

植

計

靈

め

常

行

は

、
二

而

.に
お
い
て
わ
が
國
食
糧
®
の
解
^

&

献
し
.得
た
に
も
拘
ら
ず
、
#
面
に 

お
い
て
、
.こ
'の
頃
か
ら
か
\
る
翁
し
>
問
題
.の
.發
生
务
«:
ぎ
.つ
\
ぁ
0
た
事
に
注
意
す
る
の
要
が
ぁ
る
：.
0
; 

'

.

■
、

' 

'

.

：

抜
て
昭
和
观
年
代
に
お
け
る
酿
米
內
地
移
出
高
の
激
增
は
、
當
時
.の
內
地
米
憤
下
落
の
越
^
に
.拍
車
を
か
げ
、
.顧
く
内
地
米
作
農
業 

に
.と

つ

て

-M
^
と
感
ぜ
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
こ
の
.傾
向
は
昭
和
五
丨
六
，
'¥
の
恐
慌
.に
ょ
：
つ

て

益

々

促

進
^
，ら
れ
、
內
地
侧
は
從
來
の
態 

度
を
逆
轉
し
て
、
遽
參
忆
，鮮
米
移
入
制
限
問
題
を
表
.面
化
.
.
^
o
. 
ノ
ぐ
：
.- '
. 

/ 

■: 

. 

:

■>
■■
'

.

,

 

ノ 

，'

.

そ
れ
：は
■米
を
.め
ぐ
る
内
雛
間
の
政
治
問
顧
に
^

で
發
展
し
、
か
V
る
事
態
に
處
しv

朝
鮮
側
ば
そ
れ
ま
で
れ
虚
業
良
策
の
根
幹
を
成 

し

：て
ゐ
た
米
穀
^
策
；の
..轉
後
.を
餘
機
な
く
せ
ら
れ
た
.
0 t

〜

矿
旣
に
-
言
し
た
如
'ィ
朝
鮮
'3
:
業
化
運
動
發
足
の
有
カ
な
契
機
バ
與
へ
ら 

れ
か
。
上
記
の
«
浓
增
酿
fi
l
l:
は

昭

和

九

年

を

以

；て

一.

應

打

切

と.
決

定

し

、

爾

後

は

旣

設

事

業

の

と

不

康

水

利

組

合

の

盤

_
^
'

に 

當

0
事

と

：な

つ

：.た

.
0
.
:
:
:
'
:
'

'.
パ

.

.
:
/ 

■ 

/
. 

 ̂

:
•
•
. 

. 

.

.

.
以

上

、
：
朝

鮮

來

i

蓄

業

が

わ

.
が

國

食

糧

問

題

.

の
上
に
占
め
た
嘗
て
の
地
攸
に
っ
い
て
.、
：
叙

述.は
稍
長
き
'
£旦
つ
.た

か

の

感

を

免

れ

を

‘ 

' 

. 

,
.
、'- 

. 

f 

■■ 

i 

%

K

し
か

し

こ
<D
,纏
あ
れ
ば
こ
そ
、
.後
述
：す
る
■如

き

驀

事

變

-K
..に
お
げ
る
再
轉
囘
の
要
求
に
卽
應
し
、
さ
ら
に
現
下
：の
：B

の
食

糧
莪
地
た
る
.べ
き
使
命
を
擔
ひ
得
る
.も
の
、と
解
し
て
莪
支
な
い
。
丨

.
.'
-.
.
,
.
_

•
蓋
し
茭
那
事
變
の
勃
發
と
そ
の
長
期
化
の
見
透
し
が
樹
て
ら
れ
る
，に
及
*ひ
、^

.

が
國
食
糧
問
.題
は
戰
時
、的
色
彩
を
帶
び
て
再
登
場
す
'
; 

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
.内
地
に
お
い
て
は
兵
馬
の
靡
召
徴
乾
、
へ
都
市
軍
需
靡
業
べ
の
農
种
勞
カ
の
移
動
、
：肥
料
そ
.の
.他

資

材

配

給

の 

下
ぶ
滑
似
等
汇
ょ
り
必
葙
办
低
下
が
懸
念
せ
ら
れ
_

み
な
ら
ず
"
軍

業

の

確

保

、
職
時
ィ
ン
フ
レ
に
装
づ
く
.

.一

般
消
費
導
の
諸 

事
由
の
；た
め
に
、
米
毅
霞I

の̂

均
衡(

供
給
不
ル)

化
は
、
免

れ

管

：も
の
と
見
ら
れ
，
。
そ
の
補
給
の
期
待
は
、
當
然
朝
|
に
對
し 

て
最
も
.大
き
‘く
懸
け
ら
れ
だ
。
こ
..れ
に
對
し
て
、
兵
n
.應
召
の：

事
實
の
存
し
な
か
っ
た
朝
鮮
は
何
ょ
り
も
潤
澤
な
る
農
村
勞
カ
保
持
の 

咕

H

お
い
て

V
,

活

用

せ

ら
る
.

ベ
..

き
.で
.あ
っ
た
。
尤
も
朝
鮮
自
體
.と
し
て
'も
、
.北

'#
工
業
化
の
進
展
■.に
伴
ふ
南
鮮
米
作
地
帶
ょ
り
の
勞
力 

‘の
移
ザ
肥
料
そ
^
他
ゎ
配
給
事
情
の
變
轉
‘に
加
へ
て
大
睦
派
遺
箪
へ
の
軍
需
*Q

輸
送
を
含
む
.大
陸
へ
.■の

米
穀
供
給
高
の
增
加
、
鑛
* 

.工

業

の

殷

賑

：に
.栽
づ
ぐi

内

1
般
消
費
高
め
漸
增
等
.が
.多
-/
;
-ノ
：と

も

制

約

的

作

斯

を

及

：ぼ

し

0.
、

あ

っ

た0
こ
.れ
'ら
の
諸
障
碍
を
克
服
し 

て
、
事
變
下
の
食
糧
供
給
確
保
の
獎
求
に
應
へ
ん
が
た
め
に
は
、
^
然
的
に
產
米
增
殖
計
畫
の
稗
興
が
望
ま
れ
た
。

偶
々
琪
變の

！！

始
さ
れ
た
昭
和
十
一
一
年
の
朝
鮮
米
作
狀
況
は
火
豐
作
で
あ
り
、
昭
和
十三泶

穀
年
度
に
お
い
て
約
一
一
千
六
百
八
七
萬 

石
の
收
稂
<|
1
を
舉
げ
る
と
共
‘に
、
内
地
移
出
高
は
一
千
萬
^
を
超
え
る
最
高
記
錄
を
い
示
し
た
。
し
か
も
同
年
度
の
全
國
的
に
見
た
米
穀 

需
給
關
係
は
、

必
ず
し
も
充
分
の
餘
裕
を
殘
す
も
の
で
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
昭
和
十四

年
を
、期
し
て
、
内
魴
を
通
じ
て
の
米
穀
增
產
運 

動
が
沿
手
せ
ら
れ
る
事
と
な
り
、
そ
の
割
當
は
内
地
の
一
一
一
百
萬
石
に
對
し
、
朝
鮮
二
百
萬
石
と
定
め
ら
れ
た
。
•

、

木
計
赘
は
既
に
戰
時
食
糧
政
策
の
觀
點
ょ
り
樹
立
せ
ら
れ
、た
も
の
で
あ
り
、
叉「

大
陸
前
進
丘
ハ
站
茄
地」

た
ら
ん
と
す
る
朝
魴
の
主
張 

の
：

一.

繁
を
镥
ふ
も
の
で
あ
っ
：た
0
'そ

れ

.は

物

動

計

畫

下

'(
0

資
材
獲
#
の
困
雜
を
考
慮
'^
て
‘

.
4
;
1
地
改
良
事
廣
ょ
り
も
、
^
ら
耕
種
法
の

•

•
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改

善

に

ガ

點

た

。
^
ぐ
し
て
撵
業
經
營
書
！

^
に
-€
1百

ニ

十

：六

肩

石

の

增

產

を

歡

迠

レ

た

0
し
^
が
：つK

そ
れ
は
多
分
.に
緊
‘急
的
對
策
ぐ
あ
つ
た
と
.も
見
.
0れ
.る

ゃ

/
.
:

•:
-
;不
運
に
も
同
年
未
贫
有
の
大
举
魅
が
朝
.鮮
を
_
仏
、
，收
獲
§

前
£

比
'1
-約

一:

千
萬
石
：；
' 火
減
牧
t

ゎ

^

移
b

f

/N
W

萬
石
に
激
減
し̂

向
.岸
内
地
西
部
も
亦
相
當
の
早
墙
に
見
舞
.は
れ
、
內
鮮
をf
'

て
の
戰
R

食
糧
增
疗
運
動
は
そ
の
置
が
年
に
お 

い
て
不
測
の.難
局
に
逢
着
し
た0;

.

.

. 

て

,
}

■'
•

. 

\
 

■ 

•

.

.

.

.

反
囲
ょ
り
考
ふ
れ
ば
、
そ
れ
は
'

又
贽
重
な
體
驗
で
も
あ
つ
：た

,0
;
：.旱
f

の
も
の
、
影
響
^

^
醒
の
.茼
接
の
因
子
で
あ
つ
た
事
は
否
め
. 

な
ぃ
.と
し̂

も
、
戰
時
览
韻
問
個
の
解
決
.

に
ば
、.

か
、
る
一.

姆
的
な
現
象
に
對
す
る
飽
慮
に
止
ら.
ず
、
ョ
J

稂
本
的
な
見
地
に
立
^
す 

る
所
の
對
策—

長
期
的
な
本
格
的
增
產
計
f

確
立
が.
肝̂

で
あ
り
•知
。
..殊
t

 

食
糧
問
題

も
亦
5'
宏
大
な
I

野
の
下
に
考
慮
.せ
ら
れ
ね
名
.

1
い
。
.が
く
し
て
朝
鮮
米
穀
齒
も
、
：.朝
I

濟
め
寒
地
的
性
格
培

養

の

意

味
 

に
.お
'い
て
見
.直
さ
れ
て
然
る
'べ
き
で
•あ
るo

 

.■

. 

:

._

'

.
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,

か
▲

豪

の

下

に

、
.梨
昭
和
十
五
年
以
降
ぬ
和1
一
十
五
年
に一

旦
當
期
計
靈
と
し
て
、
•六
百
八
十
菪
の
增
產
を
企
圖
す
る
新
增 

米
計
遨
墓
立
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
昭
和一

ー
十
年
ま
.で
の
六
菌
年
間
を
第
1
,期

計

譬

し(

■そ
の
間
に
先
づ
五
百
八
十
三
.萬
石
f

產 

し
.
次
い
で
第
一一

期
計
赏
の
完
？

か
昭
和
一一.

十
五
年
ま
で
に
六
百
八
十
萬
石
の
增
散
を
鹫
現
し
-
同
年
の
.總
生
產
髙
I

三
千
五
萬 

有

奮

I

保
せ
人
と
十
る
も
の
セ
I

。.そ
の
手
段
と
し
て
ほ
歡
法
改
善
と
土
地
改
良
事
業
め
併
用
を
旨
と
す

る

も

戰

時

下

盡 

大
量
增
產
の
必
要
と
資
祠
節
約
.の
意
味
か
'ら

，

主
と
し
て
.前
者
に
依
據
し
、
篇

目

擦

中

，：
約
瓦
百
十
一
萬
石
は
こ
れ
に
ょ
b

、
_ 
f

 

の
百
六
才
九
萬
石
を
主
と
し
.て
第
一
1期

に

お

け

る

土

，地

改

畏

擤

業

の

完

成

に

俟

つ

、
事

' 4
:

し
た
".
.

I大
i

灰

霞

樹

立
I

Q

養

は
 
1
 後
述
す
る
如
き
若
干
.
s

f
、胎
み
.乍
t

大
東g

 Q.

食

糧

蒸

たK
’

べ
き
朝S

i
Q

役
割
を
.
.

愈

化

し

た

o
.と
れ
に
蟛
じ
て
朝
鮏
の
增
米
計
聲
も
.、
さ
ら
.に
ー
.曆
恒
久
的
且
づ
：极
本
的
な
擴
充
|:
'
孤
須
と
せ
ら
れ
、
昭
和
十
七 

:

年
前
記
計
®
は
改
S

ら
れ
§

充

大

墙

米

黏

の

，
實

.
I
.
.

っ
允
。
：珑
行
中
の
本
时
截
は
、
'昭
和
十
七
年
度
|

總
.額
七
億
五
千
萬
 ̂

'.圓
のM

費

を

投

じ

，

挪

壯

：蜜
と
は
％

に

比

.重
を
寧
ろ
土
‘地
改
良
踢
.業
に
重
く
置
き
、
昭
和
ー
一
十
七
年
ま
で
に
ブ
^

ハ

士

ー

萬

五

千

石

、 

昭
机
ー
ニ
 

年
ま
で
ち
1
-T
/

1
一
ー
十
八
萬
三
中
苟

(

內
、
.土
地
改
良
に
ょ
名
も
.；

q

屢
十
九
萬
六
.千
®

耕
毽
法
改
善
.に
ょ
る
もS

五
百 

t\
A

k
七
中
石)

を
增
f

'
.ぎ
來
疆
高
約
三
千
五
百
萬
石
を
狙
ふ
大
课
榄
な
も
の
で
ぁ
^-
。' '

.
:

,

. :

.へ 

,因
忙
擴
充
前
*後
ぬ
計
養
內
容
の
此
較
は
次
の
如
く
で
ぁ
る
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頁
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.

:

.

か
<,
し
_て
土
.地
改
良
欺
歡
を
故
び
重
視
す
る
に
至
.つ
た
事
は
、
.
赞
て
の「

產
米
增
殖
計
^i

の
復
活
と
も
見
ら
れ
る
o

そ

來

は

朝:§
に 

お
げ
■

毅
增
_

動
が
本
來
赢
道
に
復
歸
し
た
事
を
意
味
，，ず
る
：が
、
.そ
S

段
階
に
お
け
る
.意
義
は
、
ン
こ
れ
に
盡
ぎ
る
も
の
で
は
，

ハ
”
決
_
態
勢
下
”
ぁ

私

る

故

蒙

挑

i

し
て
米
穀
增
鹿
說
保
を
跋
現
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S

 濟
’战
地
讷
他
将」

の
*■
*
斷

商

,
. 

:

ベ 

: 

.

2

1

-
、
3
 

つ 

希
せ
ら
れ
る
と
弗
に
、
日
滿
.を
通
ず
る
.主
^

^

の
自
給
性
達
|

棵
軸
ム
し
七
"
將
來
に
Jr
つ
て
大
鼠
瓯
の
^

^
拣
地
た
る
ぺ
き
朝
；
 

:

鮮
の
他
位
が
確
認
せ
ら
れ
た
事
を
明
示
す
る
に
足
る
。
當
面
に
は
を
れ
が
5

不
足
米
の
'補
給
を
最
大
.：の
，目
的
と
す
.る
事
は
、(

ふ
ま
：

‘

で
も
な
い
？

■■
:

.
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- 
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’ 

. 
ノ 

.

.

旣
揭
の
大
聚
祖
建
設
無
議
看
の
答
中
も
、
，明
，ら
か
に
こ
の
角
度
ょ
り
指
針
を
提
供
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
.同
樣
の
趣
旨
は
、
^
の
.多 

:<
、の
.機
會
：に
お
.い

て

簡

明

，
せ

ら

れ

た

.0
例
へ
ば
.昭
和
十
七
年
四
月
、.農
林
省
戰
時
食
糧
部
會
の
_可
1
に
成
る
大
艰
：is
i
主
要
農
沲
初
對
策
. 

.耍
鞭
.は
、
そ
の
生
產
..
i
t激
に
お
い
て「

內
M
—

,
豪
灣
及
び
滿
肩
七
通
じ
生
要
食
糧
自
給
體
制
の
確
立
を
调
る
爲
婚
當
ず
べ
き
物
資
. 

の
種
贊
び
.十
箇
年
後
の
"^
產
貝
檫
を
概
^
し
1_
-
'、
‘朝
鮮
に
關
し
セ
は
、

• 

.

、

(

J

W.

オ
に
ホ
て
主
カ
を
注
ぐ
寧
と
し
、
.臺
,
.と
典
に
內
地
.に
對
す
る
供
給
を
.
保
す
.る
が
如
く
生
南
.を
期
す
る
と
と 

?

)
.

朝
鮮9.

大
豆
に
付
て
は
ー
定
靡
量
^
內
地
に
供
給
し
得
る
が
如
く
先
產
を
期
す
る
こ
と
。(

驻
等
の
案
を
決
定
し
た
.

.

.

.

.
§

食
糧
難
と
し
て
の
朝
鮮
の
役
割
を
醤
す
1
た
れ
|

、
'米
以
外
の
維
穀
に
摩
る
考
慮
を
必
要
と
す
る
。」

れ
に
っ
い
て
は
後
に
簡 

.

,

yl
l
に
觸
れ
る
琪
と
す
る
0、

:

、
ベ

.
'

 

’
.

又
抱
.菜

康

の

，_

圈
啊
縐
入
に
伸
ふ
外
米
士
.0
競
合
關
係
證
の
懸
念
に
對
し
て
は
、
紙
に
第
七
十九

！！

♦
に
お
い
て
、「

米
は 

W
防
.猶
觀
點
上
り
、
.朝

鮮

、

裏

濯

、
；滿

洲

と

.い

.ふ
近
'^
所
か
ら
持
つ
て
來
る
，方
針
で
あ
る」

，と
の
政
府
の
確
阓
た
名
態
度
が
表
明
せ
ら 

.れ
、
さ
ら
に「

内
外
地
を
通
じ
て
食
糧
の
自
給
自
足
を
致
し
、
外
國
米
は
大
體
貯
藏
或
は
凶
作
の
啤
の
補
充
米
に
充
て
る
と
い
ふ
根
本.

 

方
針
を
採
る」

と
の
說
明
が
抓
へ
ら
れ
た
0

.

.

'

.

.'
■-

現

實

に

そ

の

後

の

の

進
*

は
、
主
}

し
.て
海
土
奮
ヵ
の
點
ユ
り
卜
て
、
5

近
接
地
ょ
り
の
供
給
確
保
を
不
可
避
な
ら
し
め 

た
の
で
あ
り
、
現
^_

の
決
戰
に
際
し
て
、
朝
鮮
擴
充
大
增
米
®

 

§效
果
.は
、
最
髙
度
|?
:
發
揮
$
れ
っ
、
あ
.

k
T

と
見
る
事
が
出
來
.る
。

.
卽
ち
本
¥
■一
 

.月
の
蒋
開
第
八
十
四
議
#
に
お
け
る
食
，糧
問
題
に
關
す
る
論
議
の
中
か
ら
、.
.次
の
如
き
カ
强
き
.言
明
を
聞
き
得
た
の
で 

あ
る
。「

朝
鮮
は
昨
年
の
K
收
が
千
五
百
四
萬
^
、
本
年
は
第
二
囘
豫
|

獲
ー
尚
0
發
表
が
千
八
百
七
十
萬
右
と
な
つ
て
を
り

、
昨
苹
ょ 

り

三

苗

五

十

萬

汩

、の
增

‘收
が
豫
想
さ
れ
て
ゐ
、る
一K

气」
(

川
崎
農
商
相
談)

ル
さ
ら
に
田
中
朝
鮮
總
督
府
政
務
總
監
の
說
明
に
ょ
れ
ば
、
. 

前
記
昭
和4

-

五
年
-
三

本

の

卜

醫

年

に

亘

.る
擴
充
大
增
米
計
嗤
.の
.外
に
、「

簡
單
な
滞
、池
、
被
水
等
の
造
成
に
ょ
.り
、
ー.ー
百
十
九 

寓
五
千
石Q

增
收
を
見
込
ん
で
を
り
、
.前
者A

j

合
す
る
と
總
計
三
千K

百
八
i
.
一
一
一
萬
一
千
石
.

と
な
る
.。
鮮
内
自
給
の
點
ヵ
ら
い
へ
ば 

現
在
の
平
平
作
に
お
い
て
‘は
鮮
內
の
需
耍
.を
充
た
し
、.

•滿
洲
か
ら
雜
穀
を
輸
入
し
な
い
で
も
、
四
百
五
十
萬
石
を
內
地
へ
送
れ
る
狀
態 

,に
あ
る
!1
>

ら
.
>右
げ
火
增
趦
達
成
の
曉
は
可
.成
り
帝
國
の
食
糧
問
題
に
貢
献
し
得
る
と
信
ず
る」

と

.0
へ

.
内
地
人
の
移
出
可
能
と
豫.想
せ
ち
れ
.る
四
百
五
十
萬
石
の
M

W
は
、
，
旣
往
の
.實
績
.に
比
し
て
.必
ず
し
も
灃
富
と
は
い
び
得
な
い
が
、 

外
米
人
.の
飧
存
關
孫
を.一 :

切
除
外
す
る.と
い
ふ
.本
年
度
の
，方
针
に
鑑
み
、
そ
の
も
つ
意
翁
は
頗
る
搞
く
評
懷
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い 

.
洵
に
現
狀
矿
お
い
て
、
朝
鮮
漱
は
對
內
地
戰
カ
增
强
.寄
與
カ
わ
重
要
な
る
ー
：耍
素
に
外
な
ふ
な
い
\
の
で
あ
み
。

.

.下
既
の
統
計
は
、
本
項
の
叙
述
仓
實
.證
す
る
'好
齒
の
赉
料
た
り
得
る
も
の
で
あ
る
.。
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ツ
來
洋
經
濟
新
報
社
編「

朝
鮮
產
業
の
.共
榮
樹
參
加
體
制
し
四
〇
真
ョ
”
：引

用

.
'
'
'
.
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/

'

.

.
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ニ
？
食
糧
茶
地
性
を
め
す
る
諸
問
題
へ
'
:

V

:

.'
、
 

.
'

: \
;
.

.
/

、ハ，
增
米
|1
歡
を
中
心
と
す
る
^

項
の
分
析
は
、
朝
鮮
：の
食
糧
蕋
地
姓
の
.槪
貌
を
傅
へ
.る
.に
は
足
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
.て
充
分
に
解
明
し 

盡
さ
れ
た
譯
タ
は
な
い
。
そ
の
實
籐
の
徹
底
的
^
究
明
.の
た
め
に
は
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
考
.察
炫
ま
で
迆
.ま
ね
ば
方
ら
>.
よ
い
0 

そ
れ
は
极
.本
的
に
は
朝
鮮
農
村
の
內
部
的
機
構
の
問
题
に
ま
で
遡
る
も
の
で
あ
る
が
、
.そ
れ
は
暫
ら
く
措
く
と
し
て
、
胄
面
に
直
接
的 

.な
關
臌
を
'も
つ
も
め
の
中
か
ら
、
主
な
る
も
の
^
し
て
：例
.へ
ば
雜
穀
增
糜
問
題
、
補
助
乃
至
.は
指
導
機
關
の
問
題
、
及
び
稍
ミ
菽
礎
的 

f

の
と
し
て
勞
力
問
題
を
選
ぶ
事
が
出
来
る
..？
こ
れ
ら
の
各
,

も
亦
、:
一
 

獨
立
論
稿
の
對
^
た
り
得
べ
き
も
の
で
ぁ
る
が
、
玆
で
は 

謂
：

t
i
^

問
題
提
示
的
に
、i

應
の
.展
望
を
興
へ
る
降
止
め
'度
い
9
.

,

:

/ :.
'

'.,

1

•
旣
.にI

言
し
た
如
く
、
.朝
鮮
米
の
內
地
移
出
高
の
增
强
は
、
往
々
.に
し
て
そ
，の
蔭
に
、
滿
洲
よ
り
の
.雜
毂
の
輸
入
に
よ
る
鮮
内
. 

食
糧
小
足
の
塡
補
と
い
ふ
關
聯
を
も
つ
も
の
’
ぁ
つ
た
。
と
の
事
を
逆
に
い
へ
ほ
ノ
雜
穀
に
よ
る
不
足
填
補
が
保
證
.せ
ら
れ
る
限
り
、 

米
榖
の
内
地
移
出
高
.の
靖
ぶ
が
導
か
机
る
.事
と
な
る
。
か
く
し
ブ
雜
穀
の
確
保
如
何
は
、齋
に
鮮
內
食
糧
問
題
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、 

廣
<
全
般
的
な
見
地
よ
り
無
威
す
べ
か
ら
ざ
る
重
要
性
を
も
.つ
”

|
:

1'
,
.
.'
•

.由
來
、
_

農
爲
は
米
^
^
,も
雜
穀
類
を
至
.た

る

食

糧

と

し

，て

ゐ

た

:°
就
.中
、粟
拟
西
北
鮮
地
：方
、麥
類
望
に
大
麥
及
び
裸
麥)

は
南 

-#
地
方Q

主
食
物
で
ぁ
つ
た

6

そ
の
.

一
.入
當
り
の
米
1
贺
1 :

と
の
此
率
は
大
體
米I 

.に
對
し
て
一
一
の
割
合
に
ぁ
か
、
.唯
最
近
に
お
い
て 

来
消
費
邊
の
顯
著
な
上
#
が
指
摘
せ
ら
ル
る
0 

'
, 

, 

.

■'.

:

■:
;

-
,

旣
往
.に
.お
い
て
、
朝
鮮
農
豐
が
米
穀
軍
_;
的
.な
^
^
.を
續
け
た
限
ね
.に
お
い
.て
、
食
糧
と
し
て
の
.雜
毂
の
.鮮
.内
坐
糜
髙
は
不
充
分
で 

ぁ
.つ
た
0
’勢
ひ
.そ
の
■補
給
を
滿
洲
そ
<D
-
他
に
仰
が
ざ
る
'を
得
な
如
つ
た
の
で
ぁ
る
。
.賓
料
は
稍
$
古
い
が
、ス
粟
そ
の
他
の
苹
々
の
輸
移

}

人
高
は
次
表
の
如
く
で
.あ
つ
た
？
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當
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額
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農
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經
濟
の
安
定
、、質易
の
改

f

 

昭

■
和
六
年
以
降
昭
和
十
七
岐
に
及
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ニ
筒
年
計
幾
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麥
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大
麥
、
小
麥
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:'
■
:
、
近

年

に

お

け

さ
わ

.が
國
食
糧
問
題
鬣
大
化
に
伴
ふ
朝
鮮
食
糧
事
情
の
變
轉
：に
：加

べ

*!:
■
,

、
滿

洲

齔

^

人
f

及

，び

雜ic類
；：m

體
の
，工
業
原
料
化
等
の
た
め
把
、
.雜
榖
增
墼
の；

急
速
鹚
充
.は
必
須
の
要
望
と
な
つ
'た
。
.昭
和
十
六
年
、
前
計
畫
を

根
本
的
に
改
訂
し
.
新
た
發
糧
炖
作
物
增
请
計
晝
を
樹
立
し
た
-0
と
れ
.は
眼
前
の
食
糧
事
情
校
.卽
矓
し
て
臀
產
對
象
も
_

糧
殼
た

る
麥
類
及
：^

粟
に
'
限
定
^

昭
和
十
六
^

使

以

降

五:®
年

の

短

期

間
•

に
.
、

そ

の

實

^

擧

げ

ん

と

す

る

も

の

‘
で

あ

る

v

麥
類
に
つ
い
.て
.は
昭
和
士
ハ
年
丄j

十
年
の
五
窗
年
歡
に
■お
い
て
、
.計
畫
增
產
に
ょ
.る
五
百
六
十
八
萬
八
千
石
に
溜
池
、
貯
I

等
..の':簡
易
土
地
改
良
に
ょ
る
三
十
一
一
一
萬
石
を
雄
へ
ノ
完
成
後
の
總
收
.

I

千
1
百
萬
石
I
豫
^

し

、

.
又

粟

に

つ

い

て

ば

、

.'
,
明

和

十

六

年

丨

ニ
十
¥-
の
連
辣
事
業
と
し
て
3:
十
七
萬
六
千
石
を
增
牧
し
、
總
生
菝
高
五
百
五
十
六
萬
.ー
节
.石

を

目

檩

と

し

ヒ
？

.

.

-

本

at
擻
に
お
い
て
、.濰
穀
の
增
產
が
、
間
接
的
で
は
.あ
る
が
わ
が
國
食
糧
問
題
.解
決
の
.一
方
策
と
.し
て
把
り
上
げ
ら
れ
た
事
に
、
新

た
な
意
義
を
見
出
す
事
が
可
能
で
4
る
'0
そ
，
の

後

甘

諸

、
馬

鈴

薯

に

、
つ

い

ズ

も

、

前

者

に

^;
ア

ル

コ

ー

ル

原

料

と
.し
.て

の

意

味

を

も：

in

伽

し

て

大

，規

模

敖

增

鹿

計

麂

が

進

め

ら

れ

龙

o
か
く
し
て
雜
穀
の
增
產
.は
、
鮮C

の
食
糧
宠
獄
を
通
じ
て
が
鮮
の
.食
糧
莶
池
性
補
强
の 

.住
務
を
果
す
と
.見
..ら

れ

,
产 

.

i
- 

‘

ニ
、
前
記
擴
充
大
增
米
計
遨
と
の
密
接
な
關
聯
^

^
い
て
、
本
計
發
實
施
の
.た
め
、
と
く
に
土
地
改
良
事
業
の
特
務
機
關
と
し
セ
新 

設
せ
ら
れ
た
勒
鮮
農
挪
.開
發
發
藺
の
役
割
.に
注
目
.を
要
す
る
0

同
營
團
は
昭
和
十
‘七
雄
十
一
一
月
八
日
.公
^

の

朝

鮮.*
地

營

圈

令

に

恶

づ
 

き

.「

重
要
.農
產
物
ノ
增
產
ヲ
躕
ル
爲
必
要
ナ
ル
農
地
.ノ
開
發
ニ
關
ス
ル
'事

業

ヲ

行

フ

コ

ト

ヲ

目

的

ト

、ゾ

'テ」

設
立
せ
ら
れ
た
o
就
中
遊 

休
未
開
f
地
：鼓
に
水
利
不
令
全
#Q. 
土
地
改
良
を
通
じ
、
農
耕
地
、の
開
發
.を
圖
ら
ん
と
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
.增
米
計
戀
の
指

示

す

る 

所
に
從
ひ
、
' 昭
和
十
七
.年
度
以
降
十
筒
苹
乃
至
ゼ
ニ
箇
华
を
ニ
十
萬
町
沙
以
上
の
土
地
改
良
の
實
現
を
目
.擦
と
す
る
。

.

'資
本
金
.

一

•千
萬
圓
中
、
三
西
萬
園
を
政
府
出
.资
、
.殘
額
を
東
拓
七
殖
銀
で
負
檐
す
る「
種
の
.國
策
機
關
で
.あ
る
が
、
こ
の
土
地
改
良■

二
事
業
の
..準
國
瀠
化
の
裡
に
？
戰
時
下
、
朝
^

^
糧
政
策
の
飛
躍
的
前
進
を
讀
み
取
--
S
•事

が

出

来

る-0
.
.〜

\

,

.

•

.
食
糧
の
增
產
と
確
保
の
ニ
t
の
緊
切
化
は
か
S
る
坐
it
部
面
.に
お
け
る
赏
行
衡
關
に
加
へV

、

食
糧
管
理
機
構)
の
强
化
I

そ
の
決 

ぐ
.

、戰
^
勢
の
確
立
を
必
須
な
ら
し
め
た
°

.'
,

,

'

,

/

■'
■

.

V

へ

.

;•

こQ

自
的
に
副
つ

て

、

.

‘

總
督
苻
ゆ
阼
年
九
月
'
中
炎
地
方
を
通
ず
る
.食
糧
行
政
機
權Q

太
刷
新
を
斷
行
し
4
こ
，れ
',と
併
行
•し
て
發
十 

月
‘
朝
鮮
食
糧
管
理
令C

同
年
八
.月
九
M
公
布)

.に
茶
づ
く
朝
鮮
食
糧
營
團
を
設
立
し
た
。
，前
者
に
關
し
、
中
央
に
お
»

は
農
林
局
の 

一
 

'
.

糧

政

豐

擴

充

す

る

：
と
.

^

'

從

來

の

榖

物

檢

贫

所

の

本

事

為

所

を

農

赫

局

に

統

合

し

て

新

た

に

檢

査

_

を

設

置

，
し
4

'方

地

方

に

ぁ

 

•

つ

て

は

各

道

に

食

糧

部

を

新

設

し

て

、
こ
\
に
中
央
.
地
方
| :
-

通
じ
て
食
糧
行
政
.に
.j

貫
性
を
も
た
し
め
た
タ
各
道
食
糧
部
は
、
食
糧

5
、

ぐ

..
-
坐
f

り
配
給
に
至
るま

':

で
食
糧
對
策
事
務
を
一
元
的
：に
處
理
し
、
.食
糧
操
作
の
有
機
阶
聯
携
を
圖
り
、
か
く
て
糧
政
の
綜
合
的
且
つ 

,

强
ヵ
な
る
運
用
が
具
現
さ
れ
た
の
で
ぁ
る
^
後
者
は
そ
办
贺
行
統
制
機
獨
^
し
^
つ
葡
鮮
總
督
タ
定
ム
ル
食
^
邮
給
^
畫
ハ
务
道
內

一一於 

.

.

ケ
ル
地
翥
食
豐
給
ム
關
シ
.道

知

事

ノ

定

ム

ル

配

給

激

截

ヲ

含

ム

〕

，
'ニ
葬
キ
、

主
.要
食
糧
ヲ
配
給
ス
ズ
^̂

'ル
食
糧
ヲ
貯
藏
.ス
ル
ク
メ」

一
必
悪
ナ
.ル
琪
業
ヲ
，行
フ
コ

ト

ヲ

同
的」

と
し
、
織
資
本
金
モ
一
千
萬p

中
、
.1

千
萬
圓
の
政
府
出
資
に
係
る 

國
策
機
關
と
し
て
登
場
し
.た
：o
 
.
前
，派
の
食
糧
行
政
機
構
の
刷
離
と
_

4

體
の
關
係
に
お
い
て
、
そ
の
.彈
カ
性
ぁ
る
活
動
が
期
待
さ
れ

.

か 
'

る
食
糧
の
®
家
.管
理
機
_
の
完
底
は
、
：芷
し
く
朝
鮮
の
食
糧
基
地
性
ひ
#
高
度
の
*

撵
を
可
能
な
>
b

む
.べ

き

栽

盤

を

權

成

す

■ 

- 

' 

■
 

\
 

.

.

.

. 

' 

I 
-
 
- 

■.
.
.
.
.パ-

-

-

.
■
- 

* 

. 

•

.
る
.に
.外

^

ら

な
 
S.O
 

.

'

■
'

'

'.
.

三
>.
上
述
.の
一|

つ
の
：問
頭
が
，
：
い
^:
れ

も

朝

鮮

の

食

糧

基

地

性

昂

掛

，の
，
た

め

の

.推
進
的
要
因
を
亦
成
す
る
に
比
し
て
、
.勞
カ
問
題
は
-
 

ぃ
へ
稍
と
霞
雜
な
樑
相
を
.呈
示
す
る
。'黃

■

^.
T
、
潤
澤
汝
石
朝
鮮
農
村
勞
力
の
#
fe
が
，、

大

規

模

也

米

毂

增

處

運

動

#
發
.足
の
.
一■基

.̂

,

朝
蚱
¥
吟
兆
地
的
性
格
し
の
1
^
的

.

_
 

叫

七

へ
.

(

四
七)



:
，
で
あ
り
、
反
丽
に
お
い
て
工
業
化
速
動
促
進
の
條
件
で
も
あ
つ
た
事
は
明
白
で
ぎ
る
。 

'
 

: 

、
 

..
全

人

ロ

の

七

繁

議

に

肇

す

る

朝

鮮H

> S

 V

、

現
I

農
村
努
力
め
絕
對
的
不
足
は
t

得
な
い
と
考
へ
ら
f

 

‘朝
鮮
農 

業

篇

然

2 ‘
し
て
、過
剩
人
n Q

義

Q
-'
,
h
I立
つ
も
の

.

茗

る

。
そ
し
？

れ

轰

據

.と
し
て
.そ

れ

は

引

俄

き

霧

菖.
Q

地
盤
た
る 

:
の
み
：な
I

:
軍

置

S

た
め
'の
恃
久
的
な
努
力
給
源
'と
.

.
認

め

為

：る
？
，̂

を

,-
,一
^
^
^ ̂

.
現

段

階

；に

お
け
：る

朝

鮮

贤

業

の

意

.：駿

が

見

出3
る
.べ
き
!?
あ
る
0 

.

、
現
赞
の
推
移
は
、
ニ
：方

袅

け

§

充
大
增
奮
畫
の
勵
行
と
、
他

豪

お

け

：る
ヱ
業
化
運
動
の
躍
進
碧
は
鑛
山
醫
裏
極
的 

I

:
に
I

鮮
內
に
お
.け
：I

カ
不^

g

傾
向
を一.

般

的

な

ち

し

：め

：つ

、

I

如
：の
如
く
で
I

。
.忘

點

.

|
し
1

',
..
近
年
S

.
 

け
る
對
內
地
潘
*
供
給
の
.增
.沏
及
び
- ^
洲
國
.：へ
の
：移

民

送

出

の

影

響

を

-^
考

慮

に

人

れ.な
^
れ
ば
な
ら
な
^\
.。
.い
づ
れ
に
し
て
'も
s

'
.i
r

に
お
^
る
農
病
離
村
'
Q
-i
l
勢
は
稍
^.
獮
著
賞
も
の
'が
'^
り
、
と
く
に
米
穀
增
糜
の
面
ょ
り
見
て
ゼ
れ
ら
轉
出
勞
ヵ
の
多
く
が
、
.'
.南f

；

米 

'
作
地
帶
の
農
民
で
あ
る
事
も
留
窻
に
値
す
る
0

:
 

.

;

.

.■

-

.

.

•
. 

.

.

•

.

.

,

不
龙
對
策
と
し
1C
麻
*
素

'±
り
资
務
動
員
の
强
化
、
.就
中
、地
域
的
«»
'產
業
的
に
.合
理
的
配
置
の
實
瑰
^
圖
る
べ
洽
で
あ
る
。
レ
か1
 

.
‘棵
本
的
な
供
出
策
.と
しy

は
、
.尙
農
村
：の
.潜
在
的
過
剩
人
.

給

を

求

め

る

，事

が

許

^

^
螺
縮
さ
れ
來
つ
た
潮
鮮
農
業
に
對
し
-
,機
械
化
そ
.の
他
の
入
口
理
的
經
營
を
導
入
す
る
な
ら
ば
、
.餘

剩

勞

力

の

抽

出

は

，左

程

困

難

で

な 

v>
と

奪

へ

ら

4

る
.か
ら
で'

る̂
:0
こ
\
に

お

い

て

エ*鱗

業

そ

の

他

軍

需

糜

業

へ

；
の

.勞
カ
給
源
た
る
役
割
を
果
し
得
る
と
共
*€
、
餘
剩
勞 

•R.

の
■
出
で
あ
る
限
り
、；食
糧
增
產
も
亦
吏
障
な
く
達
成
せ
ら
れ
.る
事
と
な
る
;'
0
:
.し
か
し
：乍
ら
3

は
、
上
述
の
意
味
'に
お
•い
て
の
農 

.業

.の
禅
編
成
為
提
言
る
所
に
t

、
，
か

く

し

て

米

穀

增

產

運

動

の

展

糊

も

、

T

る
基
本
的
.為

聯

.に
お
い
て
現
制
せ
ら
れ
る
事

渰
浅
目
す
べ
き
で
あ
る
。

-

メ
 

：

.

.

. 

.

.

.
V
、
.

' 

. 

-、
■
'

.

•さ
ら
に
朝
鮮
r
お
け
：る
缴
力
不
足
の
特
異
の
現
象
と
し
て
、
.異

常

に

高

、
い
名

動
_
を
指
摘
し
f

て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
傾
？
は
工 

•業
部
®
-芸

ハ

y

時
に
箸
し
.い
の
で
ぁ
る
が
、.
そ
の
直
箱
の
原
因
は
食
糧
の
不
足
に
あ
る
と
い
は
れ
る
。
，し
か
も
彼
等
は
轉
々
上
職
場 

を
變
じ
て
、
農
村
に
’歸
る
_

で
は
'な
い
。
f

に
食
糧
と
勞
カ
の
關
係
は
、：
一1

重
の
意
味
に
お
：い
て
i

討
I

す
る
と
思
は
れ
る
o 

' 

X 

. 

■ 

•

,■
. -

-.X.V’

.-
'
:
 

..-
 

X
'
.
.
,

 

•

-

以
上
j
食
糧
寒
地
，性
の
發
揚
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
概
觀
し
た
が
、
む
ろ
ん
こ
れ
ら
が
そ
の
全
部
で
は
な
い
。
農
工
調
整
の
問 

題
^
さ
ら
に
綿
、密
な
角
度
よ
り
ず
る
考
察一

一
例
へ
ば
農
業
實
態
調
谨9

遂
行
c
lf
u)

.

.
を

必

要

と
す

る

で
あ
ら
ぅ
ヾ
し
、
大
睦
と
の
物
資
ズ
乂 

流
で
つ
い
て
も
>
踪
合
的
な
見
地
か
ら
す
る
檢
討
が
望
ま
れ
る
。

:
:
-

 

c
-
te) ■

本
調
査
は
朝
鮮
に
お
い
て
も
昨
年
度
よ
り
■
手
せ
れ
た
。

■

.

.

殊
に
基
地
的
性
格【

，般
の
解
明
に
關
レ
て
は
ノ
そ
れ
ボ
單
に
經
濟
的
側
商
^
み
ー
よ
り
め
考
察
を
以
て
足
る
’も
の
で
な
い
。
外
地
た
る 

特
性
丈
装
づ
き
政
治
的
な
考
慮
が
不
可
缺
で
あ
り
、
；
さ
ら
、に
又
精
¥
的
部
面
に
'0
.
.い
て
：の
配
慮
を
怠
つ
て
は
な
ら
な
い
？
こ
れ
ら
の
諸 

問
題
に
關
し
て
は
、
い
づ
れ
他
日
を
期
し
度
い
意
向
で
あ
る
が
ー
前
乾
七
關
聯
し
て
は
、
昭
和
十
七
年
十
.

I

月
よ
り
實
施
せ
ら
れ
た
所 

:謂
内
外
維
行
政
<0
'「

一
一
兀
化」

、
跋
に
こ
れ
と
同
時
に
行
は
^
た
大
東
瓶
省
の
渐
.設
に
よ
^

.:
'「

外
地
の
^
地
化」

ヵ
一
層
促
進
せ
ら
れ
た 

事
實
を
擧
げ
v

f

度い。と
よ
り
朝
鮮
が
內
務
大
臣

8

f

浮

る

遠

.つ

た

事

鮮
の
政
治
的
地
位
を
明
诚
に
し
た
に
止
ら
ず
、
ぞ
.の
基
地
.的
性
格
を「

内
鮮
ー
體
化」

.の
方
间
に
お
.い
て
前
進
せ
し
め
る
に
資
し
た
と
懈 

さ
れ
る
.0•

.

.

..
袭

者

に

つ

い

，
て

は

、

獨

奴

.
1
#思
想
に
關
ず
，る
.

Q

み
な
ら
ず
半
*
人
全
般
の
精
神
的
態
.度

に

，係

る

も

の
.と
1
て

、
'
岸
 

.‘ 

題
が
想
ら
れ
る

.o
し
か
し
独
^'
'
は
、
：：■今
れ
ら
の
莪
雜
を
な
オ
べ)

き
.も
'.の
と
：.し
：て
、
小
^
^
.總
賞
の
.施
政
の
，
根

本

方

針
^
る

，

「

道
義 

:
:■
、

朝鮮經濟

「

盛地的性格

」

の1:.斷
而

.

'
:
.
v

っ
，.f 
^
 

(
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H

-?
の
も
つ
裏
に
つ
い
て
、
注
旧
を
喚
起
ず
る
に
止
め
ょ
ぅ
。
蓋
し
そ
れ
.は
朝
ま
の
現
狀
に
立
脚
し
、
.緊
急
的
に
も
恒
久
的 

に
も
.物
も
评
樣
.の

意

味

に

ぉ

.
ぃ

.

て'
.

の
朝
鮮
の.
總
カ
結
集
を
可.
能
^

ら
し
1>
:
べ
き
、：■
最
高.
の.
指
導
理
念
と
目
さ
^
る

，
ハ
..ら

で

あ

る

。

.

:

'
入

地

：會

，v
r

新

田

._

發

':
'

:し

ン

\

 

,

 

-

 

' 

.

 

-

.

. 

「

箱

.
'
ノ

 

：(

社

會

經

.濟

史

.資

» !
紹

介

>

:

-

:

_

:

•
 

,
 

f
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'
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V 

•
 

-
 

■
 
■
 

V
 

..

’ 

- 

.

I

V

!

.
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野

.
衬

..、
兼

、
太

郧

;

; 

■ 

..'

■
';-

 

'

 

.

 

-

 -

 

/

 

\ 

-

 

.

.

.

.

 
-

 

•

:■
 

-
 
.
 

.

.

. 

-
 

'
 

*''
 
.
.
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パ
.-

沱
戶
時
代
の
農
村
に
と
つ
て
野
山
の
入
會
地
は
そ
の
生
活
に
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
む
肥
料
め
滅
衆
と
し
て
ハ
叉
燃
料
の
供

»

-

 

.

 

*

 

.

.

 

•

 

•. 

.

/

.

...
妙
？地
と
し
て
il
l
/
*山
の
必
耍
は
齋
通
盥
像
す
る
以
上
に
大
で
あ
る
。
そ
と
に
熊
澤
^
山
な
ど
の「

野
は
野
に
て
^

き
た
る
ぞ
よ
き
し
と
^

ふ

.

.
議
論
も
出
て
來
る
の
で
あ
る
。
か
く
重
要
•で
あ
る
.が
故
に
野
論
•
11
1
:論
士
い
は
れV

ゐ
る
人
會
地
を
廻
る
論
带
.が
し
，'ば
し
ば
繰
り
返
さ
.

、

れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
從
つ
.て
さ
う
し
た
维
ひ
の
訴
訟
文
書
は
少
な
か
ら
ず
存
し
て
ゐ
'る〕

が
、
人
會
地
の
内
容
に
つ
い
て
語
る
も
の
は

•

■

.

.

"
比
較
的
少
な
い
.0
-

’

.

.

.

■

,

.
ベ

.

\

.
 

.

' :
.

'

 

.

.

今
次
ぎ
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
文
臀
も
人
會
地
の
内
容
に
つ
い
て
は
'

’

殆
ど
語
.

.

つ
て
■お
な
.い
0 .

し
か
し
人
會
地
と
新
田
、
人
會
地
と
そ

•

•

 

-

 

-

V 

•

 

•

 

-

 

.

 

. 

.

 

y 

•

:

の
上
に
存
す
る
物
1
な
ど
に
.つ
い
て
若
千
の
資
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
又
そ
れ
が
農
村
に
お
け
る
靈
.耍
性
.を
ー
亦
睃
す
る
と
共
に
、

.

.

.

1こ
.

.

-

-

,

.

 

: 

,

■

,
 

■

 

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

r

そ
’れ
に
對
す
る
常
時
.の
爲
.政

者

.の

態

度

を

も

•窺

ふ

こ

と

が

出

來

る

o
そ
の
ヶ
ち
新
Bi
開
發
と
入
會
とg

關
係
に
つ
い
.て
こ
れ
免
連
の

, .

文
#
か
ら
そ
の
變
化
を
探
つ
.て

み

よ

、う

と

思

ふ

，。.

.

<

' 

ひ
.つ.お
'
-
-
-
.
* 

*

 

■ 

i
e 
'

 

•

.

霞

.

：

、
.

v
-,
:

. 

'場

所

は

上

謂

國

市

肢

郡

妙

赉

，
奉

免

榧̂
梆
•
土
宇
•
上
原
等
の
諸
村
に
亙
る1

帶
め
'野
，山
で
あ
る
が
ノ
今
の
4
總

牛

-A
町
北
方
.の
地
域
,'
r 

!

で
あ
る
。
妙
秃
村
文
哿
中
に
^
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
村
を
中
心
と
し
て
み
る
こ
と
に
な
る
。
大
體
年
代
順
に
、紹
介
し
、
そ
れ
ら

. 

•

 ,

 

. 

: 

-

 

. 

■ 

\ 

. 

- 

.

.

. 

, 

. 

、
 

V 

..

• 

入
地
會
新E

開

發

, 

•
五

一

(

五一
〕

.
'
>パ：.：';
:

:
;
-
'
襄

.
：：
5
 

づ
：こ

：
' 

へ：

;

メ
:■
-
'
.
:
■.
-
--:
.
'ぺ
い
.'
.
.''
、
‘■;
:■
,
'
.■■
■
'r
,
.'-
..
-
.
-
:/
パ

■:
'
;■. 

-
V
.

■-
.
.:■
-

/

' 

-
.
.

.■
*

.

v',
:-
:v.
'

-

.
'
.

へ
,..-.
-

ン
.

.

■-
:
■ 
-

-■

■-

>

^

.

-

1

:•
-

...
’

-■
■.
-
 

... 

''-
■-*- 

. 

\.:
:

-:
;
ン

''
;
-:
-

y
.>
:

':
-

v

- 

-■
■
■.
-.■
-

'

:
-
.
v

.-

.
'
.
:
v
. 

.

. 

-
.

■■
■
■-
:
/

 

.

'

'
■■
.
-■
■
パ

.

. 
'

■

.

.

,

;

.

. 

っ
.\•ご
.
.V.-
-

-

-

'

づ
：
-

■■
- 

-し
■I
-
.-
*
.
-
:
-

.-
- 

.

.

. 
■く 

..
■:
■■
:
.-
-

r 

- 

. 

- 

.
r
. 

-
-
.
.
.
.
u
-
.
- 

r
.

、
 

フ
.
：
.
-■'.
.
.
.
.
.

:ン

.
,

.

-
■■」 

,
-
f
. 

.

. 

. 

.

. 

V
.

 

J 

L 

. 

' 

-
V 

- 

i

麗
^

：̂:

^

展
^

醫
陪 

K 

^


